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船
旅
と
海
賊
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
―
北
村
兼
子
の
台
湾
・
広
東
紀
行
根
　
川
　
幸
　
男
押
し
出
さ
れ
る
気
分
で
年
末
の
東
京
を
離
れ
、
吸
ひ
つ
け
ら
れ
る
気
分
で
基
隆
へ
上
つ
た
が
、
ざ
わ
つ
い
て
ゐ
る
内
地
か
ら
の
ん
び
り
と
し
た
南
國
の
情
緒
を
味
ふ
だ
け
で
も
私
の
胸
は
踊
る
。︵
⋮
︶
／
基
隆
は
雨
、
呂
宋
か
ら
長
駆
し
て
全
島
を
荒
し
ま
わ
つ
た
低
気
圧
が
、
今
私
た
ち
の
上
に
渦
巻
い
て
ゐ
る
。
一
九
三
〇
年
一
月
、
二
六
歳
の
北
村
兼
子
は
、
台
湾
・
基
隆
に
上
陸
し
た
感
興
を
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
活
躍
し
、
前
年
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
万
国
婦
人
参
政
権
運
動
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
。
本
を
書
け
ば
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
断
髪
に
洋
装
で
颯
爽
と
し
た
そ
の
姿
は
時
代
を
魅
了
し
た
。
彼
女
は
翌
年
急
逝
す
る
が
、
そ
の
若
い
晩
年
、
台
湾
の
土
を
二
度
踏
ん
だ
。
冒
頭
の
文
章
は
、
大
阪
商
船
の
広
報
誌
﹃
海
﹄
一
九
三
〇
年
七
月
号
に
発
表
さ
れ
た
﹁
基
隆
﹂
の
一
節
で
あ
る
。
﹃
海
﹄
は
、
一
九
二
四
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
三
年
八
月
に
終
刊
と
な
る
ま
で
一
四
四
冊
が
発
行
さ
れ
た
。
昨
二
〇
一
八
年
、
日
文
研
が
所
蔵
す
る
﹃
海
﹄
を
ベ
ー
ス
に
全
冊
の
復
刻
出
版
を
行
い
、
監
修
・
解
説
を
担
当
し
た
が
、
書
き
き
れ
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
同
誌
に
は
多
く
の
作
家
・
芸
術
家
た
ち
が
寄
稿
し
た
が
、
北
村
兼
子
は
そ
の
も
っ
と
も
早
い
一
人
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、﹃
海
﹄
創
刊
の
背
景
と
と
も
に
、
そ
れ
が
単
な
る
一
企
業
の
広
報
誌
か
ら
文
芸
誌
の
性
格
を
持
つ
に
至
る
転
機
と
な
っ
た
、
兼
子
の
台
湾
・
広
東
紀
行
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
14
一
　
大
阪
商
船
と
﹃
海
﹄
創
刊
の
背
景
関
東
大
震
災
は
大
き
な
衝
撃
と
損
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
阪
神
に
拠
点
を
置
く
大
阪
商
船
に
と
っ
て
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
低
迷
し
て
い
た
海
運
業
界
が
、
震
災
直
後
か
ら
人
員
・
物
資
輸
送
に
活
躍
。
翌
一
九
二
四
年
に
南
米
へ
の
移
民
送
出
が
国
策
化
し
、
南
米
・
世
界
一
周
航
路
が
開
設
さ
れ
た
。
一
九
二
五
年
に
は
、
關
せ
き
は
じ
め一
大
阪
市
長
の
も
と
、
市
域
を
拡
張
し
東
京
を
抜
い
て
人
口
二
一
一
万
人
の
日
本
最
大
の
都
市
﹁
大
大
阪
﹂
が
出
現
。
そ
れ
は
、
近
代
建
築
や
公
園
な
ど
の
都
市
計
画
、
カ
フ
ェ
や
映
画
館
、
並
木
を
闊
歩
す
る
モ
ボ
・
モ
ガ
な
ど
消
費
文
化
に
支
え
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
空
間
を
生
み
出
す
。
郊
外
住
宅
地
に
住
み
、
洋
装
を
身
に
つ
け
街
を
闊
歩
し
、
野
球
や
テ
ニ
ス
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
カ
フ
ェ
で
時
間
を
つ
ぶ
し
、
船
に
乗
っ
て
異
郷
・
異
国
へ
旅
す
る
。
震
災
後
に
新
し
く
生
ま
れ
た
生
活
様
式
は
、
水
辺
や
船
と
親
和
性
が
高
く
、
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
﹃
海
﹄
が
登
場
し
、
兼
子
の
よ
う
な
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
女
性
の
書
き
手
が
出
現
し
た
。
二
　
大
大
阪
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
北
村
兼
子
は
、
一
九
〇
三
︵
明
治
三
六
︶
年
一
一
月
二
六
日
、
大
阪
北
区
天
満
に
生
れ
た
︵
一
︶
。
父
は
漢
学
者
の
北
村
佳
逸
。
祖
父
は
京
都
亀
岡
の
儒
学
者
・
北
村
龍
象
と
い
う
学
者
一
家
で
、
長
女
で
あ
っ
た
彼
女
は
幼
少
よ
り
漢
学
教
育
を
受
け
た
。
一
九
二
〇
年
、
梅
田
高
等
女
学
校
︵
現
・
大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学
校
︶
を
卒
業
。
大
阪
外
国
語
学
校
別
科
英
語
科
︵
現
・
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
︶
を
経
て
、
二
二
歳
の
時
に
初
の
女
子
学
生
と
し
て
関
西
大
学
法
学
部
法
学
科
に
入
学
。
大
学
二
年
の
時
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
雑
誌
﹃
婦
人
﹄
に
発
表
し
た
15
論
文
が
注
目
さ
れ
る
や
、
同
紙
の
社
会
部
記
者
に
採
用
さ
れ
た
。﹃
週
刊
朝
日
﹄﹃
婦
人
﹄﹃
グ
ラ
フ
﹄
な
ど
に
記
事
を
発
表
。
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
で
花
形
記
者
と
な
っ
た
が
、﹁
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
﹂
が
も
と
で
同
社
を
退
職
し
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
る
︵
二
︶
。
英
語
・
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
だ
っ
た
兼
子
は
、
一
九
二
八
年
に
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
で
開
催
さ
れ
た
汎
太
平
洋
婦
人
会
議
に
出
席
。
ま
た
、
翌
一
九
二
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
万
国
婦
人
参
政
権
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
、
ド
イ
ツ
語
で
演
説
し
て
出
席
者
た
ち
の
喝
采
を
得
た
。
兼
子
は
、﹃
海
﹄
に
少
な
く
と
も
三
編
の
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。
前
掲
の
﹁
基
隆
﹂、﹁
砂
湯
﹂︵
一
九
三
〇
年
一
〇
月
号
︶、﹁
廣
東
丸
﹂︵
一
九
三
一
年
一
〇
月
号
︶
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
﹁
基
隆
﹂
と
﹁
廣
東
丸
﹂
か
ら
、
兼
子
の
旅
の
足
取
り
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
一
九
三
〇
年
一
月
、
兼
子
は
﹁
婦
人
文
化
講
演
会
﹂
講
師
の
一
人
と
し
て
台
湾
を
訪
れ
た
。
先
の
引
用
に
続
く
の
は
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。
ジ
ヤ
ン
ク
船
の
三
原
色
が
古
代
味
を
帯
び
て
波
間
に
浮
動
す
る
。
／
細
い
糸
の
や
う
な
銀
線
が
、
山
の
緑
に
煙
つ
て
夏
山
煙
雨
の
一
巻
を
展
げ
る
。
／
築
山
の
や
う
に
青
淡
色
の
海
か
ら
つ
き
出
て
ゐ
る
。
私
た
ち
は
久
し
ぶ
り
で
陸
の
緑
を
み
た
︵﹃
海
﹄
一
九
三
〇
年
七
月
号
︶。
水
上
を
進
む
ジ
ャ
ン
ク
を
美
し
い
と
思
い
つ
つ
、﹁
人
聞
は
陸
上
動
物
だ
﹂
と
し
み
じ
み
感
じ
る
。
彼
女
が
乗
船
し
た
船
は
九
六
五
五
総
ト
ン
の
大
和
丸
。
近
海
郵
船
が
イ
タ
リ
ア
か
ら
購
入
し
た
中
古
客
船
で
あ
る
。
﹁
船
が
動
揺
し
て
胃
袋
が
緊
縮
す
る
﹂
と
、
や
は
り
船
酔
い
に
苦
し
ん
だ
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
船
中
五
〇
枚
の
原
稿
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
。﹁
人
聞
は
陸
上
動
物
だ
﹂
と
い
う
の
は
そ
の
上
で
の
感
興
で
あ
る
。
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基
降
︱
／
私
は
横
一
文
字
の
身
体
を
、
縦
一
文
字
に
し
た
。
／
基
隆
と
聞
い
て
、
現
金
な
元
気
が
出
る
。
／
基
降
水
望
︱
／
太
平
洋
航
路
で
ホ
ノ
ル
ゝ
を
み
つ
け
た
旅
人
は
、
オ
ア
シ
ス
で
陸
の
緑
に
吸
ひ
つ
け
ら
れ
る
。
／
そ
れ
と
同
じ
や
う
な
考
へ
が
、
い
ま
私
に
来
た
。
／
人
間
は
陸
上
動
物
だ
。
／
私
は
し
み
〴
〵
と
思
っ
た
。
水
の
上
、
波
の
間
、
幾
日
か
し
て
緑
を
み
る
よ
ろ
こ
び
は
、
恐
ら
く
筆
や
口
で
は
出
ぬ
境
地
︵
同
︶。
﹁
横
一
文
字
の
身
体
を
、
縦
一
文
字
に
し
﹂、
洋
上
で
得
た
身
体
感
覚
で
、
陸
上
を
見
つ
め
な
お
す
。
そ
れ
を
﹁
筆
や
口
で
は
出
ぬ
境
地
﹂
と
感
嘆
す
る
。
上
陸
後
、
鉄
道
で
台
北
へ
向
か
っ
た
兼
子
は
、
広
野
に
悠
然
と
立
つ
水
牛
を
見
つ
け
る
。
こ
の
哲
人
は
何
を
教
へ
て
く
れ
る
か
。
／
汝
ら
モ
ガ
は
頭
だ
け
が
近
代
科
学
に
発
達
し
て
ゐ
る
が
、
浅
薄
な
学
説
の
笛
で
ダ
ン
ス
を
踊
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
落
ち
つ
け
！
落
ち
つ
け
、
汝
の
脚
を
し
て
確
と
地
の
上
に
立
た
し
め
よ
と
︵
同
︶。
車
窓
か
ら
み
た
水
牛
と
の
会
話
に
託
し
、
得
意
の
政
治
問
題
を
持
ち
出
す
も
の
の
、
兼
子
の
足
元
は
ま
だ
ふ
ら
つ
い
て
い
る
。
三
　
海
賊
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
次
に
﹁
廣
東
丸
﹂
で
あ
る
。
17
汽
車
に
ゆ
ら
れ
て
廣
東
丸
の
横
腹
ま
で
／
台
湾
の
山
か
ら
涼
し
い
翠
風
を
送
っ
て
く
れ
る
。
／
台
湾
の
人
か
ら
親
切
な
別
れ
の
言
葉
を
贈
っ
て
く
れ
る
／
ド
ラ
が
鳴
っ
た
／
港
を
離
れ
る
︵﹃
海
﹄
一
九
三
一
年
一
〇
月
号
︶。
一
九
三
一
年
四
月
、
兼
子
は
ふ
た
た
び
台
湾
の
土
を
踏
む
。﹁
廣
東
丸
﹂
は
、
台
湾
を
め
ぐ
っ
た
彼
女
が
基
隆
か
ら
厦
門
へ
船
出
す
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
る
。
大
阪
商
船
の
基
隆
香
港
線
で
、
こ
の
航
路
に
就
航
し
て
い
た
の
が
廣
東
丸
で
あ
っ
た
。
廣
東
丸
は
、
一
九
二
八
年
に
浦
賀
ド
ッ
ク
で
建
造
さ
れ
た
貨
客
船
。
二
八
八
〇
総
ト
ン
な
が
ら
、
当
時
竣
工
し
た
ば
か
り
で
あ
る
︵
三
︶
。
兼
子
が
﹁
日
本
船
は
た
だ
商
船
会
社
だ
け
し
か
、
こ
の
ラ
イ
ン
に
は
就
航
し
て
ゐ
な
い
﹂
と
記
す
よ
う
に
、
台
湾
か
ら
仙
頭
、
厦
門
を
経
て
香
港
に
至
る
ル
ー
ト
は
大
阪
商
船
が
独
占
し
て
い
た
。
い
や
、﹁
海
賊
﹂
す
な
わ
ち
こ
の
海
域
の
真
の
主
が
出
没
す
る
よ
う
な
場
所
に
、
大
阪
商
船
が
ひ
と
り
乗
り
入
れ
て
い
た
と
い
う
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
浪
が
少
し
出
だ
し
た
。
／
海
賊
の
話
も
少
し
出
だ
し
た
。
／
食
卓
の
山
本
氏
が
妙
な
顔
を
し
だ
し
た
。
／
そ
し
て
﹁
私
は
金
塊
を
も
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
﹂
と
い
っ
て
、
海
賊
の
話
を
き
い
て
最
初
は
笑
っ
て
ゐ
た
山
本
氏
が
、
だ
ん
だ
ん
妙
な
顔
に
な
っ
て
行
っ
た
︵
同
︶
厦
門
を
出
航
し
た
夜
、
船
内
で
海
賊
の
話
で
賑
わ
い
、
金
塊
を
持
ち
込
ん
で
乗
船
し
て
い
る
台
湾
総
督
府
逓
信
部
の
山
本
徹
氏
の
顔
色
が
み
る
み
る
か
わ
っ
て
い
く
。
描
写
に
は
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
、﹁
荷
物
な
ど
に
執
着
が
な
い
﹂
と
い
う
﹁
私
﹂
は
船
長
の
話
を
面
白
が
っ
て
聞
く
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
海
賊
の
出
没
す
る
と
い
う
海
域
を
通
過
す
る
夜
︱
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海
賊
は
投
下
資
本
︱
す
な
は
ち
船
舶
切
符
に
よ
っ
て
、
船
客
と
な
っ
て
船
中
に
入
り
こ
む
。
／
一
等
客
の
方
が
こ
は
い
と
い
ふ
。︵
⋮
︶
／
夕
餐
に
は
、
汕
頭
か
ら
乗
っ
た
新
ら
し
い
お
客
さ
ま
数
名
が
、
食
堂
に
出
る
。
山
本
氏
は
顔
色
青
白
く
な
っ
て
、
海
賊
か
も
知
れ
な
い
て
な
眼
つ
き
を
し
て
彼
ら
た
ち
を
み
る
。
／
彼
等
は
中
山
服
を
き
て
ゐ
る
だ
け
に
、
日
本
人
で
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
山
本
氏
は
不
安
と
み
え
る
。
／
私
が
面
白
が
っ
て
／
︱
山
本
さ
ん
は
金
塊
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ
か
ら
。
と
大
き
い
声
で
い
ふ
と
／
︱
金
塊
は
梅
へ
す
て
て
し
ま
ひ
ま
し
た
よ
。
／
と
実
に
真
面
目
な
い
ひ
か
た
︵
同
︶。
海
賊
と
い
う
非
日
常
的
な
話
題
が
、
船
旅
に
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
と
小
さ
な
緊
張
感
を
そ
え
て
い
る
（
四
）
。
海
賊
の
海
域
を
脱
し
た
後
、
兼
子
は
﹁
香
港
へ
着
い
た
ら
十
時
の
春
洋
丸
に
乗
っ
て
上
海
へ
向
か
い
ま
す
﹂
と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。
海
賊
顔
負
け
の
自
由
奔
放
な
モ
ガ
ぶ
り
だ
が
、﹁
船
長
始
め
機
関
長
ま
で
一
生
懸
命
間
に
合
は
さ
う
と
努
め
て
く
だ
す
つ
た
﹂
と
、
船
の
ク
ル
ー
は
可
愛
い
女
性
に
は
と
こ
と
ん
甘
い
。
春
洋
丸
は
兼
子
が
ハ
ワ
イ
へ
の
往
復
に
親
し
ん
だ
船
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
香
港
に
入
る
と
、
春
洋
丸
の
影
も
か
た
ち
も
な
く
、
す
で
に
出
航
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
颯
爽
と
し
た
モ
ガ
を
演
ず
る
は
ず
が
、
置
い
て
け
ぼ
り
を
く
っ
て
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
⋮
そ
ん
な
シ
ー
ン
が
想
像
さ
れ
る
。﹁
基
隆
﹂
の
﹁
汝
ら
モ
ガ
は
頭
だ
け
が
近
代
科
学
に
発
達
し
て
ゐ
る
が
、
浅
薄
な
学
説
の
笛
で
ダ
ン
ス
を
踊
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
落
ち
つ
け
！
﹂
と
呼
応
す
る
可
愛
ら
し
く
洒
落
た
オ
チ
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
と
船
︵
＝
女
性
︶
は
相
性
が
悪
い
の
か
、
春
洋
丸
は
東
洋
汽
船
が
建
造
し
た
豪
華
貨
客
船
﹁
天
洋
丸
級
﹂
三
姉
妹
の
末
娘
。
今
を
時
め
く
モ
ガ
は
、
引
退
前
の
老
嬢
に
肘
鉄
を
食
わ
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
春
洋
丸
に
袖
に
さ
れ
た
兼
子
は
こ
の
後
、
北
へ
向
か
っ
て
中
国
大
陸
を
縦
断
す
る
。
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た
だ
、
こ
の
記
事
が
﹃
海
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
三
一
年
八
月
、
兼
子
は
す
で
に
こ
の
世
に
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
で
航
空
時
代
の
到
来
を
予
想
し
た
彼
女
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
免
許
を
取
得
。
出
発
直
前
の
一
九
三
一
年
七
月
二
六
日
に
腹
膜
炎
で
急
逝
す
る
。﹁
廣
東
丸
﹂
が
掲
載
さ
れ
た
﹃
海
﹄
が
出
る
前
に
、
彼
女
は
あ
の
世
へ
旅
立
っ
た
の
で
あ
る
。
註︵一
︶ 
北
村
兼
子
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
大
谷
渡
﹃
北
村
兼
子
︱
炎
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
﹄︵
東
方
出
版
、
一
九
九
九
︶
に
拠
る
。
︵
二
︶ 
こ
の
﹁
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
﹂
に
つ
い
て
、
井
上
章
一
は
﹁
兼
子
が
﹁
男
性
を
翻
弄
す
る
﹂
ふ
る
ま
い
は
、
ま
だ
時
代
に
さ
き
が
け
す
ぎ
て
い
た
﹂
と
分
析
し
て
い
る
︵﹁
解
説
﹃
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
性
﹄﹂﹃
近
代
日
本
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
19 
風
俗
か
ら
み
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹄
ゆ
ま
に
書
房
、
七
頁
︶。
︵
三
︶ 
長
澤
文
雄
﹁
な
つ
か
し
い
日
本
の
汽
船
﹂http://jpnships.g.dgdg.jp///com
pany/jpn_builder_048-2.
htm
#
cantonm
aru_1625 (access: 2018/11/20)
︵
四
︶ 
稲
賀
繁
美
は
、
海
賊
行
為
が
つ
な
ぐ
接
触
領
域
に
動
的
な
創
造
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
︵﹁
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
交
易
史
・
試
論
﹂﹃
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築
︱
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
﹄
思
文
閣
、
二
〇
一
七
、三
〇
九
︲
三
三
三
頁
︶。
た
だ
、
こ
れ
は
単
な
る
文
学
的
修
辞
で
は
な
く
、
実
際
に
こ
の
海
域
は
海
賊
の
出
没
で
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
英
字
紙
に
は
、
こ
の
海
域
の
海
賊
を
征
伐
す
る
た
め
、
ボ
イ
ル
提
督
指
揮
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
巡
洋
艦
二
隻
を
中
心
と
す
る
艦
隊
が
派
遣
さ
れ
、
海
賊
の
根
拠
地
で
あ
る
二
つ
の
村
を
破
壊
し
、
多
数
の
ジ
ャ
ン
ク
を
焼
却
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
︵“C
leaned U
p: 
C
hinese P
irates’ L
air: B
ritish A
ction”. T
he N
ew
 C
astle Sun N
o.2903. 1927/03/25, N
ational L
ibrary of 
A
ustralia, <
https://trove.nla.gov.au/new
spaper/article/163396638>
 [access: 2019/01/25]
︶。
︵
国
際
日
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文
化
研
究
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ン
タ
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︶
